
 

 

 

 

 

 

千葉県内水面漁業振興計画 

 
 

 

 

 本計画は、内水面漁業の振興に関する法律（平成２６年法律第１０３号）

に基づく都道府県計画であり、千葉県農林水産業振興計画（令和４年度～  

令和７年度）に「部門別戦略 水産 Ⅱ 内水面漁業」として掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ４年 ３ 月 
 

千 葉 県 
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【目指す姿】 

○漁業者によるアユやウナギなど有用魚種の種苗放流や産卵床の設置、カワウなどに 

よる食害の防除などが効果的に実施され、水産資源の維持・増大が図られることで、  

内水面漁業の生産量が増加するとともに、多くの釣り人が遊漁を楽しんでいる。 

 ○漁業者グループによる環境・生態系保全活動等の取組が推進されることにより、   

内水面が有する多面的機能が発揮され、河川、湖沼の環境保全や都市住民との交流促

進による賑わいの創出が進んでいる。 

○ホンモロコやアオノリなど地域の特色のある養殖品種が安定的に生産され、特産品と

して根強いファンに応援されている。 

 

【現状と課題】 

○本県は北に日本一の流域面積を誇る利根川が流れ、西に江戸川、県央には丘陵地域を

水源とする多くの河川や湖沼を有しています。それらの水域では、古くからアユ、  

コイ、フナ、ウナギやシジミを対象とした漁業や、アオノリ養殖など特色ある漁業が

営まれ、これら河川湖沼の恵みを用いた「川魚料理」は、多くの人々に親しまれて   

おり、伝統的な食文化の一つともなっています。 

○また、これら河川湖沼では、漁業者による魚の種苗放流や河川清掃などの環境保全  

活動が行われ、漁場としての機能だけでなく、釣り場や人々が自然と親しむ場とも  

なっており、都市住民との交流が行われるなど、地域活性化の一助となっています。 

○一方で、近年、内水面の漁業生産量は、漁場環境の変化や、外来魚やカワウなど害敵

生物被害により減少しており、漁業協同組合においては、遊漁料収入や組合員の減少

も進む中、組織の脆弱化が懸念されています。 

  さらに、過去の原発事故の影響により、利根川や手賀沼の一部の魚種では、未だに  

出荷制限が継続し、内水面漁業の振興の妨げになっています。 

 ○これらの現状を踏まえ、水産資源の回復と地域づくりの推進を担う漁業協同組合の 

経営基盤強化、内水面の有する多面的機能を最大限に発揮していくことが必要です。 

 

【数値目標】 

 

項     目 現 状 
目 標 

（令和７年度） 

人工産卵床設置漁業協同組合数 
３漁協 

（令和３年度） 
１５漁協 

遊漁承認証の販売枚数 
５.７万枚 

（令和２年度） 
増加を目指す 

ホンモロコの生産量 
０．５トン 

(平成 28～令和２年度の平均) 
１．０トン 
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【主な取組】 

 １ 内水面漁業を活用した地域振興 

 （１）水産資源の回復と漁業振興 

・内水面の重要な魚種であるウナギについては、新漁業法施行によるシラスウナギの

許可漁業制への移行を円滑に進めるとともに、漁業者と協力して密漁防止や流通の

秩序維持の強化に取り組みます。 

・国と連携し、ウナギ資源調査や生態の情報の収集などを実施し、親ウナギの保護等、

資源管理を推進します。 

・有用水産資源の維持・増大対策の基礎資料とするため、県内の主要河川や湖沼に  

おける魚介類の生息状況調査を実施します。 

・水産資源の増殖に向けて漁業協同組合が取り組む種苗放流や産卵床の設置に対して

支援します。 

・地域や漁業協同組合が取り組むコクチバスなど害敵生物の防除活動等を支援すると 

ともに、ドローン等を用いたカワウ被害対策などに取り組みます。 

・放射性物質に係るモニタリング調査を継続して実施するとともに、安全の確保が 

確認された水域の出荷制限の解除や操業の再開に向けて、関係機関と協議・調整を 

進めます。 

（２）遊漁の振興と漁業協同組合経営の安定化 

・漁業協同組合や市町村による遊漁情報発信への支援や病気に強く活力の高い   

アユ種苗の開発などにより、遊漁人口の維持・増大を図り、地域の活性化と漁業協

同組合の経営安定化を推進します。 

（３）養殖業の推進 

・各地区で取り組まれているホンモロコ養殖の生産量増大を目指し、卵提供や飼育 

技術指導、販路の拡大を推進します。 

・アオノリ養殖については、漁業者が生産量の回復を目指して取り組む環境調査など

を支援します。 

・医薬品・医療機器等の品質・有効性及び安全性の確保等に関する法律（薬機法）に

基づく水産用医薬品の適正使用の指導及び残留検査の実施により、消費者に安全・

安心な養殖魚を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シラスウナギ 産卵床の造成 
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２ 内水面の有する多面的機能の発揮 

（１）漁場環境の維持 

・森林や河川の施設整備等に際しては、自然環境との共生・調和に配慮されるよう、  

関係する管理組織等と連携して対応します。 

・漁業者と地域住民等が連携して行う環境・生態系の保全活動を支援することで、  

内水面漁業が有する多面的機能の発揮に努めます。 

（２）情報発信と交流の促進 

 ・内水面が有する自然環境や伝統文化などを積極的に情報発信することで、都市住民

との交流活動を促進します。 

  ・漁業協同組合が行う種苗放流等水産資源の保護・増殖の取組を、小・中学生の体験

学習の場として提供することで、次代を担う子供たちの環境や生態系に対する理解

を深めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休耕田を活用したホンモロコの養殖 アユなどを捕食するカワウのコロニー 

小学生の体験学習 

（ウナギの放流） 


